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1. はじめに 
 敬語を正しく使用することは，社会人にとって必

要不可欠な能力であると言われている．しかし近年，

敬語の持つ機能にそぐわない状況で使用するなどと

いった敬語の誤用が指摘されており，若い社員の敬

語運用能力の低さに頭を抱える企業も多い1)． 

敬語の学習方法としては，教科書などの利用が主

流である．しかし，現在の教育現場で使用されてい

る教材の多くは紙媒体を基本とした「ルールを見て

覚える」タイプのものであるため，実際に敬語を用

いる場面がイメージできず，知識を日常生活に活か

せないという状況にある．実際のシチュエーション

を再現した教材としては，コンピュータを利用した

敬語学習システム『心とことば』2) が挙げられるが，

内容や解説が他の教材よりも充実しているにも関わ

らず，学習目標が明確になっていない，不正解時の

フィードバックが少ないなどの理由から学習効果は

あまり上がっていない3)． 

 以上の背景から本研究では，実際に敬語を用いる

様々な場面設定を与え，ユーザの解答に対して効果

的なフィードバックを行うことで敬語の独習を支援

するシステムを提案する．また，複数の文から成る

文章を対象とすることや，利用者の習熟度を分析し

出題傾向や指摘内容に反映させることによって，従

来のシステム 2) 4) に対し，より実践的な敬語学習を

試みる． 

 

2. 敬語学習支援システム 
2.1 本システムにおける敬語学習支援方法 
 敬語の使い分けには，コミュニケーションの場に

おけるあらゆる要素が影響し，語の分類に関しても

改まり語，美化語，依頼表現など様々な観点が存在

する．そのため，使い分けの基準を一意に決めるこ

とは難しく，この点は敬語の学習を困難にしている

大きな要因として考えられる 5)．そこで本システム

では，表１に示す敬語において最も基本的な部分で

あり，表現の根幹を成すと考えられる要素に対象を

絞り，これらの適切な使い分けの学習支援を目指す．

以後，表１の要素名を“分野”と呼ぶ．また，従来

のシステムには無かった「利用者の習熟度」と 

 

 

 

 

 

表１：敬語の基本となる要素 

要素名   

（分野） 
概要 

尊敬語 
相手を高めて敬意を表す表現． 相手の行動や状況などに

ついて用いる．    （例）言う → おっしゃる 

謙譲語 

自分や身内にへりくだった表現を使い、間接的に相手を高

める表現． 自分側の行動や状況などについて用いる．  

（例）言う → 申す 

丁寧語 
相手への配慮と敬意を表す表現． すべての行動や状況な

どについて用いる．  （例）言う → 言います 

 

 
図１：システム構成図 

 

いう概念を取り入れることにより，学習効果の向上

を図る．具体的には，採点結果などを基に利用者の

苦手分野を発見し，それらが重点的に学べるよう出

題内容を調整することや，正答率の推移などを分析

し，現在の学習状況を利用者に提示することで目標

の認識を促す． 

2.2 システム構成 
 図１に本システムの構成図を示す．システムは出

題部，採点部，指摘部から構成される．出題部は，

ユーザごとに用意された学習履歴を基に問題文を選

択し，ユーザに提示する．採点部は，ユーザの入力

した解答と敬語表現辞書とを照合し，採点を行う．

その結果を，学習履歴として保存する．指摘部は，

採点結果を基に誤答の指摘・解説をユーザに提示す

る．この際，習熟度を基に苦手分野や目標の提示も

同時に行う． 

2.3 処理の流れ 
 本システムの処理の流れを次に示す．①から⑤は

図１と対応している． 

① ユーザは初期画面においてユーザ名を入力する．

これを出題部が受け取り，ユーザごとに用意された
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学習履歴の参照を行う． 

② 出題部は，学習履歴の内容から習熟度として式

(1)を用いて苦手度を算出し，その値と対応した割合

で問題を出題する．苦手度の高い分野ほど多くの問

題を出題することで，苦手分野の重点的な学習を試

みる．ただし，全分野総誤答数が一定値以下の場合

はランダムとする．今回は20に設定した． 

全分野総誤答数

の誤答数
＝苦手度

tt)(  (1) 

式(1)でｔは分野を表す． 

また，出題した問題データを採点部に送る． 

③ ユーザは問題で与えられた状況を踏まえ，表現が

誤っていると思われる部分を修正し，解答としてシ

ステムに入力する． 

④ 採点部は，ユーザの解答と出題部から受け取った

問題データを基に敬語表現辞書を参照し，正答との

照合を行う．敬語表現辞書には動詞の原型と，表１

で挙げた分野ごとの変化形が登録されている．ここ

では，設問ごとの正誤と，誤った設問の語・分野を

指摘部に送り，学習履歴に保存する． 

⑤ 指摘部は，採点結果と学習履歴を基に指摘内容を

決定し，ユーザに提示する．指摘では採点結果と解

説の他に，分野及び語ごとの最近の正答率の変化を

習熟度として算出し，それに基づいたコメントを表

示する．これにより，学習目標の明確化を促進する． 

正答率の変化は次に示す方法で求める．最初に，

設問の採点結果を n回ごとにまとめ，これを学習セ

ットと呼ぶ．今回は5回ごとにまとめる（n＝5）． 

各学習セットに対し，分野，語ごとの正答率を式

(2)で求める．  

),(
),(),(

tws
twstws

出題総数

正答総数
＝正答率  (2) 

式(2)でsはセット，twは分野または語を示す． 

次に分野，語ごとに最新の m個のセットに対し，

セットと正答率からなる点の集合に対する回帰直線

を求める．求めた回帰直線の傾き，すなわち正答率

の変化の傾向を習熟度として捉える．習熟度の値が

1.38以上なら急激な上昇，0.33以上 1.38未満なら

緩やかな上昇，-0.33以上 0.33未満なら変化な

し，-1.38以上-0.33未満なら緩やかな下降，-1.38

未満なら急激な下降とそれぞれコメントを返す．こ

のコメントがユーザの学習目標となる．ただし，習

熟度の反映を開始するのはある程度ユーザの傾向が

見え始めると思われる 15回学習終了時点（16回

目）からとする． 

なお，コメントを分類する各値は，習熟度の値域

を5分割したものである．また，今回は3セット（m 

＝3）単位で習熟度を求めている． 

 

3. 評価実験 
本システムの有用性を検証するため，2章で説明

した内容に基いたプロトタイプを作成した．評価実

験はこれを用いて行うものとする．開発環境は OS：

WindowsXP，開発言語：Java version1.4.2 である． 

3.1 実験概要 
 作成したプロトタイプが従来の敬語学習教材と比

較してどの程度学習効果が高まっているかを調査す

るため，学生を対象に実験を行う． 

まず，被験者全員に対して事前テストを実施し，

実験前段階での敬語運用能力の確認を行い，そのう

ち，基準点を下回った被験者に対して小集団評価を

実施する．小集団評価では，被験者を 2つのグルー

プ A，Bに分け，Aグループには既存教材を，Bグル

ープにはプロトタイプを使用してもらい，一通り学

習が終わったと各自が判断した時点で事後テストを

実施し，学習前後及び A，Bグループ間での得点を比

較する． 

最後に，実験で使わなかった教材を使用してもら

い，使用感（理解しやすさ）に関するアンケート調

査も行う．今回は比較対象として，敬語学習システ

ム『心とことば』を用いる． 

3.2 実験結果 
 現在実験中であるため，結果については発表時に

説明する． 

3.3 評価・考察 
評価に際し，用意できる問題文が限られてしまう

ことや，習熟度の反映内容が少ないことにより，一

度登場した問題が再登場する，逆に出題されないま

まの問題があるなどの事例の発生が懸念される．ま

た，学習結果を基に習熟度を求める際の各種パラメ

ータのチューニングを行う必要がある．今後は苦手

分野だけでなく誤りやすい語についても出題に反映

させ，文章単位ではなく短文で用意されたものを組

み合わせて問題文を作成するなど，幅広い内容と出

題分野を実現し，より多くのシチュエーションに対

応するための改善が必要である． 

 

4. おわりに 
本研究では，ユーザの習熟度を出題傾向や指摘内

容に反映する，より実践的な敬語学習支援システム

を提案した．今後の課題として，出題内容の充実，

習熟度反映の多様化，学習内容がイメージしやすい

インターフェースの構築などが挙げられる． 
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